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西日本新聞筑後八女地区エリア情報紙

生物利用科「新商品の試食および販売」
八女農業高等学校

　みらい館で、毎週金曜日にパンの販売を行っています。新商品の開発を行い、
昨年１２月みらい館フェアーで、販売班でオレンジピールとチョコチップ入り
の全粒粉パンの試食および販売を行いました。このパンは、ハード系のパンで
全粒粉を使用しており栄養価が高く、薄力粉と比較して３倍程度の食物繊維を
含んでいるのが特徴です。たくさんのお客さんに「おいしい」と言っていただ
きました。これからもみなさんに喜んでいただけるよう頑張っていきます。

２月の校内販売所（八女農みらい館）の開館日
３日（火）、６日（金）、10日（火）、13（金）、17日（火）、20（金）、24日（火）
　　販売時間は10時30分～12時30分です。多くの皆様のお越しを心からお待
ちしています。

● 花 粉 症

　一般に花粉症ときくと何
やら病気でないような錯覚
をいだいてしまいます。数
ある病気のなかでも花粉などと艶めいた文字がついている病気は、
そうあるものではありませんが、その多くはスギ・ヒノキ・ブタク
サなど、花壇や花屋さんの花とはおおよそ無関係の、地味な花粉が
原因で引き起こされます。
　その症状はいうまでもなく、くしゃみ・鼻水・鼻づまり・眼のか
ゆみ・喉の腫れなど、目、鼻、喉のアレルギー症状が中心で、これ
が高じると、頭痛から睡眠不足、精神的イライラまで、多彩な症状
が現れてきます。
　日本人の花粉症の約 7 ～ 8 割はスギ花粉が原因だといわれてい
ますが、このような現状のなかでよく耳にするのは「昔だって杉の
木はたくさんあったけど、花粉症に悩む人なんか全然いなかった。」
という言葉です。
　この原因として、汚染された大気中の浮遊粒子が注目されていま
す。というのも、この浮遊粒子はスギ花粉を吸着しやすく、吸着
した形で吸入すると花粉症の発症が促進（アジュバンド効果）され
てしまうからです。要するに、大気が汚染していればしているほど
花粉症の症状はひどくなるのです。以前、車などの大気汚染が少な
かった頃、スギの木が多かったのに花粉症の人がほとんどいなかっ
たのは、こういう理由からです。
　この他、食の欧米化や高気密な住環境、精神的ストレスなども大
きく影響すると考えられています。言い換えるならば、花粉症は現
代社会が引き起こした宿命であり、社会のありかたそのものに原因
があるといえるのです。
　花粉症になる人が増加の一途をたどる今、この高度に発達した近
代文明は果たして人類に幸福をもたらしているのかどうか、私たち
はもう一度よく考えてみる必要があるのかもしれません。
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　黄色い顔をした小鳥で、低い雑木や茶畑等の地面で「チッ・チッ」と鳴き
常に左右を警戒しながら食物を探す冬鳥である。
　アワ、ヒエ等の
穀物を好物とし 10
月下旬から 5 月上
旬頃まで見ること
ができる。
　小学生のころは、
頭部の毛が突起す
るので、「とっきん
かぶり」と呼んで
いた。
　（矢部村）
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　筑後市大字和泉在住の髙
たかはしたつのり

橋達法さん
（88 歳）が『平成２６年秋の褒章』を
受章し、平成２６年１１月１４日、東
京都のプリンスホテルで開催された受
章式に出席されました。
　髙橋さんは、昭和５５年ごろから筑
後・羽犬塚校区内における防犯パト
ロール活動を率先して実施し、現在も
その活動を継続されています。また、
現在は「筑後市安全で安心できるまち
づくり推進協議会」の会長や「筑後市

防犯協会」の副会長等を務めるなど筑後市の防犯活動に尽力されています。
　今回その功績が評価され、藍綬褒章（＝公衆の利益、公共の事業で事績著
明な人に授与される褒賞）の受章となりました。髙橋さんは受章式の場で、
全国の受章者を代表して謝辞を述べる大役も務められました。
　髙橋さん、受章おめでとうございます。

こんにちは。
筑後警察署です。
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健康よもやま話 ② 姫野病院：松浦　緑郎
（健康管理士一般指導員）


